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小見山 草 (妓大 ･山地研)は10年間にわたる秋
の主要食物であるミズナラ,ブナ,ミズキの年間
生産盈変動をseedtrapを用いて明らかにした｡
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他方,同地域の植生図を作製し,これを基礎に3
種の果実の総生産量を推定した｡これら3種は異
なる豊凶のリズムをもつことを示した｡これらの
生産畳は地域的に偏りをもつので,群れの土地利
用はその偏りと同調することを示酸した｡
斉藤良裕は冬期の糞の分析から1日の摂取量推
定を試みた｡糞に含まれるセソイ断面から属又は
種の同定が可能であり,冬芽鱗片による同定の可
能性も示酸した｡一方で-ナレザルの26時間連続
追跡を行い,一日の糞の排推量を確定した｡これ
らに採食行動の資料も加え,1日の採食量を推定
した｡
好広良一 (竜谷大)はB･C2群の出会いの行
動観察から両群は敵対的行動を示さなかったこと
を指摘した｡
田中伊知朗 (東大 .人栴)はNipplepreferenc-
eをとり上げ,以前のアカソボが利用した,別の
乳房を利用することを示した｡
常田英士 (地獄谷野猿公苑)は餌付けされたA
群の長期観察にもとづき,餌付けと初産年齢変
化,出産間隔変化などを明らかにした｡
以上にのべた多面的なアプローチの中から少し
づつ地域個体群の実態が浮かび上がると期待さ
れ,今後の継続がさらに必要だと思われる｡
(文責 :和田一雄)
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